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ＪＡ東京あおばの自己改革
１．農業振興計画
　農業振興計画４つの重点施策、「都市農地の保全支援」、「都市農業の担い手支援・育成」、「農
業所得増大に向けた取り組み強化」、「都市農業の多様な機能の発揮」を着実に実践するとと
もに、将来に向けて都市農地を保全していくため定期的な訪問活動を行い、農地管理状況等
の情報把握に取り組みます。また、農業者が次世代へ都市農地を受け継いでいくビジョンを
描けるように行政との連携を強化してまいります。

２．組合員のくらしサポート
　総合事業の強みを発揮し、組合員にとって「身近な存在」となれるよう、訪問活動や様々
な接点を通じ、組合員、次世代とのつながりや関係性をこれまで以上に深めてまいります。
そのうえで、組合員からの要望の多い「相続」をテーマに各部署が連携し、組合員一人ひと
りのニーズに合わせた提案・実行支援に取り組み課題解決型の相談業務を行ってまいります。

３．経営基盤強化
　組合員組織の基盤強化をするため、一戸複数組合員制による正組合員加入を促進するとと
もに、「正組合員と共に、農業や地域経済の発展を共に支える組合員」として、地域の農業
振興を応援する准組合員の加入促進に取り組みます。
　また、組合員・地域の皆さまが安心してご利用いただくために、コンプライアンス経営の
実践、マネー・ローンダリング防止及び反社会的勢力等との取引排除に取り組みます。また、
内部統制システム基本方針に基づき、組合の適切な内部統制の構築・運用に取り組みます。

４．地域貢献活動
　ＪＡの社会的役割である食農教育活動を実践し、地域社会に貢献する協同活動を組合員と
共に取り組みます。また、組合員・地域の架け橋になる情報発信を行い、農業への正しい理
解と共感を広め、都市農業、ＪＡのファンづくりにつながる広報活動の展開に取り組みます。

購買事業における員外利用規制にかかる適正化
　購買事業において、農業協同組合法に定める員外利用率20％以下を超過し、24.88％となりま
した。員外利用規制に抵触していることから、東京都へ報告する改善計画に沿って、令和7年度
末までに改善に向けて取り組み、適正化を図ります。

ＪＡバンク独自基準 ８％
国内基準４％に対して、国際
統一基準である８％をＪＡ 
バンク独自基準として定め、
健全性を高めています。

国内基準 ４％
海外営業拠点を有しない銀行
の自己資本比率基準は、４％
以上とするものです。
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